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1979年12月
1,南 極
"氷 河"見 てあ る記
横 山 宏太郎
1972年12月,第14次南極観測隊は,… 路昭和基地をめ
ざし航海を続けていた.波 の色も蒼黒 く沈み,そ の波間
に漂 う氷山も数を増してきていた.そ してその先には,
現在の地球上で最大のice　mass,南極氷床が横たわっ
ているはずであった.
私は満足だった.望 んだとおり.雪氷の研究を南極に
おいて開始できること,そ して長年の憧れの地,南 極に
今近づきっっあることに.
大陸氷床を初めて見たのは,日 の出岬へのヘ リコプタ
ーからで,白 く光る氷の堤のようなものが見わたす限 り
続いていた.そ の後,何度かの内陸調査旅行に参加,氷
床の形態.基 盤地形に対する興味から,ア イスレーダー
による氷厚測定を行った.他 に雪尺測定,三 角鎖測量に
よる氷床流動測定などの観測を行 った。これ らを通 じ
て,一 見単純に見える氷床にも,大小様々なスケールの
多様な現象が起こっていることに気づいた.
楽しかったことは多いが,中 でも,や まと山脈南西の
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ヌナターク群への小旅行は特別であった.こ れは,夏 の
やまと山脈旅行中本隊から別れ,当 時未確認であったヌ
ナターク群へ向かったものである.白根一,白 石和行の
両氏 と私の3名 でKC20雪上車1台,そ り1台を引きド
ラムカン1本 テン ト1張りとい う軽装の旅は,多 少の不
自由はあっても行動は身軽であった.
結果としては.7つ のヌナ歩一クを発見,確 認し,地
質.地 形,雪 氷の調査を行って帰路につきやまと山脈A
群付近で本隊に合流 した.(こ のヌナ歩一クは後に,南
やまとヌナ歩一ク群及びかぶ と岳と命名された.)い さ
さかなりとも,"地 理上の発見"と いえることに,感 激
したものであった,
2.カ ラコラム
南極から帰って1年余 りたち,そ ろそろ片雲の風の誘
惑が気になりだしていた時.折 よくカラコラムへ氷河調
査に行くことになった.日本山岳会東海支部のラトック
峰登山隊の学術班である.本隊はすでに現地にあ り,調
査は単独で行 うことになった.も う1人,北 大地質の前
田君がやは り学術班として現地へ行ってお り,ピアフォ
氷河で.彼 と合流した.
氷河上では小 さなテン トに二人,食 料はアタ(粗製小
麦粉)と少しのα米,乾 燥肉,野菜.と い う旅であった
が充実 した日々だった.日 数不足,多 量の降雪 と悪条件
が重なって念願の国境鞍部はおろか,ス ノーレイクの入
口に立っただけで戻ることになったのは残念であった.
ここでは自分の足で歩くため,南 極とはちがった意味
で.氷 河の大きさを感じることができた.
これまで,カ ラコラムというと乾燥地帯の氷河では,
涌養 ・消耗いずれも少ないのではないかと考 え て い た
が,氷 河上では降雪も多 く,現実はかなりちがい,いず
れ本格的な観測が必要だ,と思いつつ帰路にっいた.
帰路,ラ ワルピンディへのフレンドシップ機 上か ら
は,カ シミールの山々の氷河や氷河地形を眺めることが
できた.・'
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3.ネ パール
帰国後5か 月余 りは,修 士論文をなんとか審査通過さ
せてもらうなど大あわてのうちにす ぎ,1976年4月ネパ
ールへ向かった.名古屋大学,京 都大学の氷河研究者が
中心になって組織した,ネ パールヒマラヤ氷河学術調査
(文部省科研費)で ある,観測は1973年に開始されてい
た.
主に氷河の地上写真測量を担当したが,こ の 仕 事 で
は,氷 河をある距離をおいて観ることになる.従 って,
氷河上を歩 く機会は少か ったが.大小様々な多 くの氷河
を観察することができた.
クンズ地域,シ ョロン地域を歩いたが,特にショロン
地域では5月 というのに雨の日も多 く,湿潤 ヒマラヤの
感が強かった.深 紅のしゃくなげの花弁に宿る銀色の雫
や,ぬ れねずみでたどり着いたヵルカでふるまわれた熱
いお茶などが思い出される.
また,同 じヒマラヤ地域 とはいえ,カ ラコラムとは自
然のみならず,民族 ・宗教 ・生活 ・習慣などにも大きな
ちがいがあり,ネパール語が少ししゃべれるようになっ
たこともありネパールの人々とのつき合いを通 じて私の
興味は自然界以外にも範囲を拡げることとなった.
1977年秋,再 びネパールに入る機会を得た.京 大山岳
部の今井 ・佐治両君 と共に,山の偵察を 目的としてネパ
ールヒマラヤ中部のランタン谷に入った.
往路の トリスリ川はヒマラヤを貫流してい る谷 で あ
り,ランタン谷合流点付近からはチベ ット側の村が望ま
れた.ま た,ラ ンタン谷はネパール領がチベ ットへ細長
く突き出た部分にあた り,国境稜線のコルに立つと,チ
ベット側は,氷 河をいただく山また山の連な りで あ っ
た.エ ベレス ト頂上からのパノラマ写真に見られるよう
な顕著な地形 ・氷河の差違はなかったが,平 担面かと思
われるものもあ り,興味をそそられた.
4.チ ベ ット
ネパール行当時は夢想だにしなかった.何 時かは,と
はいっても遠い将来のことと考えていたチベ ッ ト行 が
1979年秋にわかに現実となった.中 華人民共和国より珠
穆朗矯峰(チ ョモランマ峰=エ ベレス ト)の登山許可を
得た日本山岳会の,同 峰偵察隊である.これまた約1か
月で準備,出 発となった.ラサまでは飛行機で,い ささ
かあっけなく着きすぎた感があった,し かし,成都 ・ラ
サ間の機上からは,5000～6000程度 と思われる山々が数
限りなく連なっているのが眺められた.氷河がかかって
いる山群あり,茶色の山肌をむき出しにしているものあ
りと多種多様であった,
ロンブク氷河に入ってからは大氷塔群や,新 鮮なモレ
ーンのテラスなど,興味ある現象が多かった,
ラサー ロンブク間では,チベ ット高原の特徴の一つで
ある,ゆ るい起状が連なる風景や,山 の頂上付近を覆う
小氷河などを間近に見た.
今回の旅で,中 国は,チ ベットに限らず,興味をひく
地域を多く持ち,氷 河学の立場からも注目し,期待され
るところと感じた.
一方,ラサをはじめ各地で,'【占いチベット"と"新
しいチベット"が同居するのを見聞したが,政治 ・経済
・文化などの面が今後 どうなって行くかにっいても興味
を持たずにはおれない.
5.再びチベッ ト,そして……
1980年2月出発のチョモランマ峰登山隊に参加し,私
は再びチベットを訪れることになった.
「世界中の氷河を見てやろう」 と考えてからすでに8
年近くになる.周 囲の方々の援助のおかげで,多 くの機
会を与えられたことを喜び,感謝すると同時に,己 の身
の程知らずであったことにも気付き,困惑しているとこ
ろでもある.それでも単純に,た くさん見れば何かわか
るだろう,といった楽天的期待は捨ててはいない.ヨ ー
ロッパは南極の帰 りにアルプスへ立ち寄っただけである
し,南北アメリカ大陸や北極圏へはまだ足をむけていな
い.も う少し見て歩き,結論はそれから,な どと考えて
いる私の存在が許されるかどうかは問題であるが.
6.お わりに
表題を与えられて書き始めたところ,い つのまにか,
ひ とりよが りな回想録のようになってしまった.私 の場
あたり主義の結果であ り,編者,読 者諸氏には深 くおわ
びする次第である.(筆 者:第14次南極地域観測隊員)
南極観測隊便り
一 第20次越冬隊の近況一
,だ寒,。厳、.ものの,晦.長 くなる日購 間。 ●
南極の看たけなわを思わせる.
特に今年の9月,10月は穏やかな快晴が続き,春から
夏にかけての活動期にふさわしい幕開けに,隊 員一同意
欲に燃えている.
この時期は隊員達の身体が極地の環境に適応し,最も
充実した観測のできるときである.
第20次隊はPOLEX　SOUTHと地学に重点が置かれ
るだけに例年 より数多 くの調査旅行が計画されている.
まず,g月10日「ホノール奥岩」 「スカルブスネス」
の2つの沿岸調査隊が出発した.前 者は,ホ ノール奥岩
周辺の測地 と地質調査を目的に,矢 内をリーダに他4名
がこれに当った,後 者は,ス カルブスネス周辺の池の採
水,岩 石サンプリングを目的に.久保田をリーダに他5
名が20日間の日程でこれに当った.両者 とも天候に恵ま
れ,ホ ノール隊は9月16日に,ス カルブス.ネス隊は23日
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に,そ れぞれ予定より早く帰投した.
みずほ春旅行隊(第4便)は,人 員交替,燃料補給等
予定の行動の他に,冬 明け旅行隊が悪天候の為,断 念し
た.無人観測点Mtの 建設計画も含め,10月6日から30
日までの25日間の日程で行われた.
旅行隊は,冬 明け旅行の時とは打って変った好天に恵
まれ,9日 にみずほ基地到着,13日にはM2建 設予定地
のYIOO地点(み ずほ基地南東100㎞)に到着,無 人観測
点を建設した,同隊は10月27日予定された日程を消化し
無事昭和基地に帰投した.
なお,みずほ基地の保守 ・運営は,前,塚村,富樫,川
久保の4隊 員に替 り和田,山内,上原の3隊 員が第21次隊
の第1便 が到着する55年1月まで担当する予定である.
また,第20次隊最大の旅行であ り,やまと,ベルジカ
両山脈の地質調査を主な目的とした 「やまと,ベルジカ
地質調査旅行」は,10月13日から55年の1月31日 ま で
111日間の日程で行われる.こ の旅行には航空機による
支援が予定されていたが,ブ リザードによる破損事故で
これが得られなくなり.当初予定された計画に設営面で
の人員,車 輌の強化がなされ,矢 内をリーダに西田.五
十嵐,吉 田,小島,重松,神,遠 藤の8名の隊員がこれ
に当っている.
活動期に向い基地回りの整備がこの ところの日課とな
ってしまった,そ ろそろデータの仕上げや整理を始める
隊員もいる,10月に入り,日ざしが強 くなり,冬の間雪
に埋れていた基地が活気づいてきた。越冬生活も終盤に
さしかかったことも各隊員実感 として受けとめているよ
うだ,
農協では,10月に4.2㎏,11月に2.1㎏のもやしの出荷
があった.
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や ま と 旅 行 隊 の 出 発(10月13日)左 か ら 重 松,遠 藤,矢 内,五 十 嵐,小 島 秀.神,西 田,吉 田 各 隊 員(電 送 写 真)
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無人観測点M2(As)の全景(10月17日完成時)(電 送写真)
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一南極OB会 開かる一
極 地 研 二
54{ドカ!び)1暫極OB≦ 翠 よll月26日1811fj・よ りA .茶会貧[11こ.お
い て,第21次 隊 員 の 歓 送 会 を兼 ね て 行わ れ た.
当 研 究 所楠 主 幹 の[11会に よ り会 は和 や か に進 行 され,
第1次 隊 員の な つか しい顔 も多数 見 られ る中 で塘21次隊
員 に は 南 極地域 観 測 が 開 始 され た ⊥'人後 に生 れ た隊 員が 参
加 して お り.・際 話題 を 賑 した,
、
左 か ら朝 比 奈 菊封紅(,伊 藤 洋 ・「i氏..['i瀬寛.氏
の 第1次 隊 員
一第21次観測隊の家族会開かる ...
南 極 へ の 出 港 をlhY∫;LttEkkll!L)0日.第21次1寺1極地
域 観 測 隊 家 族 会 が 東 条 会 館 で 開 催 され た,
今 回 は,36家 族,125人 とい うこれ まで に な い多 数 の
参 加 が あ り,に ぎや か な家 族 会 とな つた.
会:よ.永ll].FV〒!ミe)、t/)し・さつ1こ(.tじまi),4く|1奇1;蒙k,∫[[
口副 隊 長 の 話 しに/)づき,第21次 隊 の行 動r定,電 報 の
打 ち 方 等 留 守 中 必 要 ヒ思 う れ る諸 連 絡が 行わ わ た.
また.第2ユ 次 家 族会 長 に は,川II越 冬隊 長 夫 人に含s願
い し,留 守 中 の 連 絡 を と り合 うこ と と した ,
最 後 に 記 録 映 画r白 い 人 陸 とリ;たち」 を上 映 〔て,盛
会 の うち に 幕 を 閉 じた.
一策21次観測隊出発一
策21次南 極 地 域観 測 隊(木 崎[1[r－郎1隊長 ほか42名)を
乗 せ た'瞭ふ じ"は,11月21日(水)'L:前10時,秋 晴 れ の
東 京 港 晴 海 埠 頭 を離 れ,1陽光の 中 を ・路 昭 和 基地 へ と 向
った.ふ じは途 中 オ ・一ス トラ リアの フ リーマ ン トル に 寄
港,12月 ド[,)に水線 に着 き,来 年1月Itf,j;b,L・,2」]5tf[J
ま で 輸 送 「乍業 を:、1じめ,沿 岸 にお け る調 査,観 測 活 動 等
が 行 わ れ る.ま た,同 様}よこれ ま で 最大U模 の31{人が 越
冬 し,第20次 か ら3年 計画 で行1,・力 てい る地 学 及び 気 イ(
圏観 測 の2大 重点 観iltslのほか,ノ 、|:地震 探 査,な..撫 基
地 で の 高1.博気 象観 測 な どが 、ll.」[hiされ てい る,
一 ス:s・t
な お,ぷ じは 現 在 越 冬iいの 第2(,次隊 員 を収 容 し た あ
.ヒ,来ts4/jl9日}こカ1h巷の 予定 『["ある,
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.第22次観測隊の隊長 ・副隊長 決まる
南 極 地 域 観 測 統 合 推 進 イこ部総 会が11月20U(火),11蔵
閂 の 東 条 会館 で 開flEさh,来年 秋 出 発f定 の第22次観 測
隊 の 隊 長 ・副 隊 王.ミを 決 定,同 日発 表 され た.
隊 長 α(越 冬隊 長)
占「 川 柴 犬
iTf{不「[5{「12月18|㍗ヒ(48才.)
国立 極地 研 究 所 教授
[.1?:門分野:|1熱 地茸1!学
極 地 歴:第2次 夏,第4次,
8次 越 冬,第16次 夏(副 隊
長).第20次 夏(隊 長)、そ
の 他 えこ国 基 地
副 隊 長(越 冬隊)
1、・Fr■`モ し・.「 二↑二
㌦'11,、㍊1日 、1,、、L,.,/,)●
国 立 極地 研究 所 助 教 授
1∬門 分 野:地 震 学
極星地IVミ;着18ヒ欠越 冬,1蒋19次
夏.そ の 他 米国 基地
iF;‖i隊壬ミL夏:;蒙)
福[几i浩
ll{tl||18:1'-9月lll㍗1こ(36芋)
国 ・1t:極地 研 究 トi∫鋤.教 授
Il」1:門分 野:・ 罎1∫:lr曽物 理 学
極 地 歴 二第11次,17次 越 冬
一.-4
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第21次南極地域観測隊の出発にあた って
川 口 貞 男
例年になく隊編成が順調に進み,夏 の総合訓練には全
隊貝が参加できました.そ の後の準備も多少の時間的な
余裕を持ちながら進めてきたっもりでしたが,10月に人
ってからは,日 時の経過が急に早まり,11月21日の出航
に何 とか間に合わせて準備が完了することが で き ま し
た.例 年にくらべて4日」11い出航は,西 オース トラリア
の建国150年祭に参加するためで,こ こでの滞在は1[]
延びただけなので,順 調にゆけば,昭和基地への第.・便
は年内には届けられると思います.
第21次観測は,第2D次観測に引続き気水圏観測(PO-
LEX　SOUTH)と地学観測が,重 点項目として取.1二げら
れています.気 水圏観測は極域の熱収支が,地 球の気候
変動にどのように関与しているかを解明しようとするも
のです.第20次隊で建設したみずほ基地の30mの観測塔
による大気 と雪面の熱交換の観測に加え,み ずほ基地で
はラジオゾンデを使っての高層気象観測により,南極大
陸で'の最も特徴的な気象現象といわれている斜面 ド降風
(カタバ風)の 構造や変動の様相を明らかにし,また,
無人観測点を3点増設し,広域にわたっての気象状況を
把握することを計画しています.一 方,昭 和基地では,
その周辺海水域において,大 気 ・海氷 ・海水間の熱交換
を明らかにするための観測が行われます.こ れらの観測
により,内陸氷床域 と周辺海水域の熱収支の実相が明ら
かになることが期待できます.地学観測では,鉱物資源
に関する基礎調査 として,人工地震による南極大陸の地
殻構造の調査を計画しています.昭 和基地からみずほ基
地にいたる約250kmの間に10㎞毎に地震計を設置し,こ
の両端 と中間地点の3点 でそれぞれ約2ト ンの火薬を爆
破し,その地震波の伝はり方により地下構造を探らうと
い うものです.ま た,昭和基地では,岩 磐に60m深のポ
ーリングをし,温度センサーをつるし地殻熱流量の測定
を計画 しています.日 本南極観測隊の最も大 きな成果の
一つである限石採集についても,越冬中のオラフ沿岸地
帯の地質調査や,夏 期に実施するやまと山脈の地質調査
と併行して行います.夏 期のやまと調査の人員及び物資
輸送には,第21次隊で持ち込むセスナAl85,ピラタス
PC-6の2機 の飛行機を使います.セ スナは今までに
も2度越冬していますが,ピ ラタスの越冬は初めてで.
セスナで.はできなかったアイスレーダーによる 氷厚 測
定,マ ルチバンドカメラによる地質調査などに期待は大
きく,このほかセスナと共に磁気測量,日 射観測.航 空
写真測Ill:など,飛 行機を用いての観測が,第21次隊の最
も大 きな特色 といえるて.しょう,
以上の{R丸損11のほか,人 工衛星観測で:よ1.7GHzの
受信装置を増設することにより,気象衛星TIROS-N,
NOAA-6などからの,高 分解能画像を得ることができ
るようになります.環 境科学では,前 年に引き続いて大
気中の炭酸の測定や,基 地周辺の環境汚染のモニタリン
グに加えて,　BIOMASS計画(南 極海海洋生態系及び海
洋生物資源に関する生物学的研究計画)の一環 として,
リュツォ・ホルム湾のアザラシ,ペ ンギンの個体数,分
布,移 動などの調査を行います,そ の ・つにアザラシの
個体の移動を知るため,ア ザラシに電波の発信器をくく
りつけ,飛 行機に受信器をのせその行方へ追いかけるの
も大変興味深い試みです.
定常的に実施される気象,電 離層,極 光,地 磁気,自
然地震,潮 汐の観測は,第21次隊においてもなされるの
ですが,気 象,自然地震では,電 算機を組み込んだデー
ター収録装置により省力化を図 ります.
往復の船上観測は,例 年どおり定常観測 として中波電
界強度測定や,海 洋物理 ・化学 ・生物の観測が行われま
すが,生 物部門では,これに研究観測を加え,南 大洋の
生態系の研究に力を入れます.ま た,ふ じの接岸中,定
着水域においても海洋環境 と生態系の構造,機能の調査
が行われます.海 上重力観測も,今次隊から開始され,
今後暫らくは続けられるものと思われます.
設営面では,夏 期の基地人口の増加:.こ対処するための
宿舎建設が予定 されています.2階 建,延 床面秋約300
㎡,ベ ッド数48,厨房,食堂,上.ド水道,風 呂つきの立
派なものですが,こ の建設が,こ の夏の一番大きな仕書
となります,将 来の貯油施設のテス トとしての60トンの
汕タンクは,強 化プラスチックパネルを組立てるのです
が,軍 こボル トで締めて行くだ け で な く,その継 目に
は,プ ラスチック溶剤を何度も塗布し,油洩れを防 ぐの
ですが,こ れはかなり熟練を要する仕事のようです.
第21次隊は夏隊10Y,,越冬隊33名の総計43名で編成さ
れております.そ れにノルウ=一からの交換科学者1名
が,夏 期間同行します.
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33名の越冬は,今 までの最大規摸の人数ですが,前述
した盛沢山の計画を持っているので,か なり多忙な越冬
生活 とな りそ うです.全 員が,自 分自身で納得のゆく仕
事をし,楽 しく一年間を過したいものと思っています,
一層の御支援,御指導を御願いいたします.
(筆者:国 立極地研究所教授,第21次観測隊越冬隊長)
管理 ・資料棟竣功
管理 ・資料棟が12月に完成,管 理部.事 業 部,図 書
室,及 び資料系の一部の移転 も完了,直 ちに業務を開始
した.
新標は,地 下1階,地 上6階,約4000㎡で各階の配置
は次のとお りである.
BF
lF
2F
3F
4F
5F
6F
資料庫,倉 庫,機 械室
展示場,電 話交換室,医 務室,厚 生室
所長,次 長.管理部長,秘 書,庶務課,大 会議
室,小 会議室
会計課,事 業部長,事 業課,観測協力室
図書室
客員研究室,共 同研究員研究室
講堂
ユ ー ス34
9月21日
9月21日
10月2日
10月9日
10月12日
10月15日
10月20日
10月22日
レ 来 訪 者 く
11月1日 ～55年1月15日
11月24日
12月3日
12月5日
Dr.　Dietz,　R.(ディー ッ ・ア リゾ ナ州 立 大 学
教授)
Dr.　Risebrough,　R.　(リー ゼ ブ ロー ・カ リホ
ル ニア大 学 ボ ー デ バ臨 海 実 験 所 研 究 員)
祁 貴 仲(国 家 地震 局地 球 物 理 研 究 所 員)
願 浩 鼎(迂 宇 省 地震 局 員)
施 雅 風(科 学 院 蘭 州 氷 河 凍 土 研 究 所 長)
黄 茂 桓(同 所 員)
Dr.　Zumberge,　J.(ズンバ ー グ ・サ ゥザ ー ン
メ ソ ジ ス ト大 学 長)
Dr.　Goodman,　D.　(グ ッ ドマ ン ・ケ ン ブ リッ
チ大 学 研 究 員)
Dr.　Volbnd,　H.　(ボラ ン ド ・ボ ン大 学 教 授)
Dr.　Gradstein,　S.　(グラ ッ トシ ュ タイ ン'ユ
トレ ヒ ト大 学 研 究 員)
Dr.　Takeshi　Ohtake　(大竹
武 ・ア ラス カ大 学 地 球 物 理 研 究 所 教授)・
(招へ い外 国 人 研 究 員)
Dr.　Roederer,　J.(ロー デ ラ ・ア ラス カ大 学
地 球 物 理 研究 所 長)
薫 須 命(国 家 海 洋 局 環 境 保 全 研究 所 研究 員)
千 徳 成(同 研究 員)
桑 妖 清(同 研 究 員)
栃 乃 瑛(旅 太 市建 築 設 計技 師)
予 夫(国 家 海 洋局 海 洋科 学 技 術 情 報 研 究 所
蘇 訳)
Dr.　Gjelsvik,　T.　(=一 ル ス ビ ック ・ノ ー ル
ウ=イ 極 地 研 究 所 長.前SCAR会 長)
お 知 ら せ
下記のシンポジウムを開催しますので御案内いたしま
す.
記
。第5回 南極隅石シンポジウム
期日:昭和55年2月21日(木)・2月22目(金)
時間:午 前10時00分から午後5時30分
場所:国 立極地研究所講堂
。第3回 極域における電離圏磁気圏総合観測シンポジ
ウム
期日:昭和55年3月10日(月)～3月12日(水)
時間:午 前9時00分から午後5時30分
場所:国 立極地研究所講堂
6一
第20次隊 月例報告
〈54年9月 ・10月〉
極 地 研 ニ ュ ー ス34
9月上旬は ぐずつき気味で一時強いブリザー ドに見舞
われたがその後は安定 し,特に下旬は穏やかな快晴が続
き,快晴日数は開設以来の最多,雲 量風速とも最低を記
録した.沿岸調査の他みずほ第4便 が出発した,28日に
は第21次隊夏みずほ旅行用を含め,燃 料及び雪上車の一一
部を見返 り台にデポした.
10月は,中 旬まで大陸からの高気圧におおわれ記録的
な好天に恵まれたが,下 旬は低気圧がとお りやすく不安
定な天気 となった.6日 みずほ春旅行隊,13日やまと旅
行隊が出発 し,みずほ隊は無人観測点M2(Aa)の建設
を終え27日帰投,や まと隊は30日やまと山脈南端に到達
● した.
観測報告
ホノール奥岩調査隊は9月10日に出発し,露岩地域に
おける地質調査.細菌学的検索用土壌4地 点のサンプリ
ング,基準点測.量を実施して16日に帰投した.ス ヵルブ
スネス調査隊も9月10日に出発,2回 目の湖沼水サンプ
リング,スカルブスネス地域の岩石,砂 のサンプリング
を完了,23日に帰投した.
みずほ春旅行隊によってYIOO地点に建設された無人
観測点Mt　(As)の動作は.気 水圏観測も超高層研究観
測 も良好である.
10月15日昭和基地を出発したラングホブデ調査隊は,
当地区南部の岩石,砂 のサンプリングを実施して21日に
帰投した,
みずほ春旅行隊の往きのZ20まで,ア イスレーダーは
結果良好であったが,そ の後は不調だった.
設営報告
燃料消費内訳 単位 旦
区 分
9月 10月
消 費 量 残 量 消 費 量 残 量
普通軽油 ll,132478,700 10,821467,879
!
灯 油:7,18237,692
11
5,198 32,494
KC40雪上 車31号,32号の シ リン ダヘ ッ ド内 に オ イ ル
潤 滑 され て いな か った た め 各 部 が 異常 摩 も う,在 庫 エ ン
ジ ン と交 換 した.
や ま と山 脈 調 査 旅 行 隊 は サ ス ツル ギ に 悩 ま され,ガ ソ
リン ドラ ムの リー クが 頻 発 した が,対 策 後 お さま った,
SM50S雪 上 車3号 の タイ ヤ が2本 パ ン ク した.
(8頁 下 段 よ りつ づ く)
勧告皿一8による特別保原区域
番 号
1
2
3
?
?
?
?
8
9
10
11
12
13
14
15
!6
17
区 域 名 位 置 指 定 の 事 由 指 定 した 勧 告 等
マ ッ ク ・ロバ ー ト ソ ン ラ ン ド,テ ー ラ ー
ル ッ カ リー
67°26'S 60°50E コ ウテ イベ ソギ ンル7カ リー
ホルメ湾,ル ッカリー諸島 67°37'S 62°33'E 地
ミナ ミオオ フルマ カモメなど6種 の鳥の 繁殖
パ ッド海岸,ア デ リ一高及びア ドバー ト島 66°22'S
66°22'S
110°28'E
110°30'E
ナ ンキヨクフルマ カモメなどの鳥類の繁 殖地
バ レ二一諸島,サ ブリナ島 66°54'S 163°20'E 南極動植物相の典型
ロス 海,ピ 分 一 フ ォー ト島 76°58'S167°03'E鳥類を中心とした生態系
ロス 激 ク ・一 ジ ャー 岬 77°32'S 169°19'E 鳥 ・海獣 ・徴'ト動植物相
ビ ク トリア ラ ン ド.ハ レ ッ ト岬 72°18'S 170°19'E 植生と鳥類を含めた陸上生態系
南極半島,マ ー ガ リー ト湾.デ ィオ ン諸島 67°52'S68°43'W
南極半島西側唯一の コウテイペ ンギンル ッカ
リー
南極半島,パ ース ロッ ト諸島,グ リー ン島 65°19'S 嗣゜10'w陸上生態系
南 シエ ットラン ド諸島1リ ビングス トン島
バ イヤーズ半島 62°38's 61°05'Wゾ ウ アザ ラ シ.ミ ナ ミオ γ トセ イ
南シ ェットラン ド諸島.リ ビングス トン島
シレフ岬 62°28'S 60°48'W
無脊椎動物 を含む 動植物,ゾ ウアザ ラシ,ミ
ナ ミオ,ト セイ
南 シエ ブトラン ド諸島,キ ング ジ ョー ジ島
フ ィルデ ィス半島 62°1pS 58°52'W小さな湖沼及びそれに伴う動物など
商才ー ク二一諸島,モ ウ島 60°45'S 45°4pW 海洋区南極の典型的生態系
南オー ク二一諸島.リ ンチ島 60°40'S 45℃8'W
南極地域 内では珍 らしいナンキ ョクコメスス
キの 大群落
商才ー ク二一諸島.パ ウエル烏 南部及び
付属諸島
60°45'S45°02'W商才ー ク二一序静5の生態 系の代表 ミナ ミナットセ イ集団の中心
ロバ ー ト島,コ ッパ ー マ イ ン半 島 62923'S 59°42'W植生 ・鳥類を含む陸上動物相
南 極 半 島,ア ー サ ー 湾,リ ッチ フ ィー ル ド島 66°16'S 64°06'W6種の鳥の営巣地,豊富な生物相
N--1
V-2
V-3
N-4
V-5
V-6;孤 一2で 廃止,
現在SSSI　 No.4
N-7
V-8
??
?
?
?
↓
?
?
↓
??
?
N-tl
V-12;V-5で 範 囲 縮
小.田 一2で 廃 止,現 在
SSSI　No.5
N-13
N-14
V-15
?
ー
??
?
?
?
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南 極 月 別 気 象 資 料(Monthly　C】imatic　Data　for　Japanese　Antarctic　Stations)
平 均 気 温(Mean　temp.)　(℃)
最 高 気 温(Max・temp.)(℃)
最 低 気 温(Min　temp.)　(℃)
平 均 気 圧 ・海 面(Mean　pressure,
　　 　　 　 　　 　　 　　 　 sea　】evel)　(mb)
平 均 蒸 気 圧(Mean　 vapour　pressure　(mb)
平均 相対 湿 度(Mean　relative
　　 　　 　 　　 　　 　　 　 humidity)　(%)
平 均 風 速(Mean　wind　speed)　(m/s)
最 大 風 速 ・10分間 平 均(Max.　wind
　 　　 　　 speed.　10-min・　mean)　(m/s)
瞬 間 最 大 風 速(Gust)　(m/s)
平 均 雲 量(Mean　sky　c。ver)　(1/10)
快 晴 日 数(Number　 of　clear　days)
　あ び
妄
昭和基地(Syowa
9月(Sep.)
一18 .7
一9 .4
一32 .3
979.6
0.8
54
5.4
37.0(5,E)
53.0(5,E)
5.3
??
89532)
10月(Oct.)
一14
.4
一4 .7
一25 ,3
986.2
L2
55
4.5
み ず ほ 基 地(Mizuho:89544)
9月(Sep,)10月(Oct.)
一38.9
一27 .3
一47
.9
722,3
13.4
一33 .7
一18 .2
一46 .7
728,5
9.2
・3・(22…)・2・ ・(・…)17'°(ζ:鐵)
31.9(22,NNE)
4.7
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特 別 保 護 区 域
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ミ
南極条約・目ゆ … ・.・南極地域・・け・生物舅
源を保護し,及び保存すること(第9条1(f))」がある.ミ
この 目的を達成するために,1964年,第3回南極条約協k:
議会議では,「 南極における生物資源の保護保存につい`
ての合意儲(雛 皿一8)」が採択され,現地ケ。測 る;
保辮 存のための行醐 則が示さ批..の 合端 置の1
第8条 により.学術的に興味のある場所の生態系を維持 ミ
す るた め に,「 特 別 保 護 区 域(Special]y　Protected　Ar-　1
ea,-SPA)」備 定 され る 。 と とな 。た .ミ
t"i"..一 次 い で.第 ・醐 謙 譲 のW・el・:より,15の区 嚇l
go'E　　 合意 措 置 の 付 属 肛Bと い う形 で 指 定 され た .そ の 後2か 三
.';所 が 追 加 され た が,第8回 協 議 会 謝 こ お け る 再 検 討 の1
"-v結 果 ・ ・か 所 購 別 徽 区 域 力・ら特 別 科鞠 関 心 地 区 」
(Sites　ofSpecial　Scientific　Interest=SSSI)　に移 され ミ
〉(た.、 たが。て,NU,特 別朧 区域は1、漸 であ、㌧
特別保護区域への立入りには,政府の発給する特別許 ≦
可が必要である.こ こでの動植物の採捕力1原則的に禁止 三
されていることは1.汚までもなく.車輌の運転も禁 じら ≧
れている.南極へ行 く際には,心 得てお くべきことの一 ミ
つである,≦
(碩 下段へっつ く)ミ
ynノ'.t'・ ・.'.'、へsノ ー."'.・㌔ ・、A.'.・'・.一'wL .・...ε
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